
　多様化するセキュリティニーズに的確に応えるためには、警備
対象となる人や施設の周辺環境を正確に把握し、適切な診断に
基づく、最適なプランニングを行うことが重要です。これを実現す
るためには各種警備業務における知識を横断的に習得すること
が必要であり、その知識を習得できる唯一の資格がセキュリ
ティ・プランナー資格です。現在、約3,800名の方がこの資格を
取得し、認定資格者として登録されています。

　凶悪犯罪やテロ行為、地震や豪雨など、近年、社会の安全が脅
かされる事件や災害が多発しています。
　セキュリティ・プランナーは、主に防犯・防災に関するリスクを
把握・分析し、最適な警備サービスの組み合わせによってリスク
を軽減するためのセキュリティプランを立案し、提案いたします。

警備業務の知識を横断的かつ総合的に駆使した
セキュリティプランニングが要求される時代に。

セキュリティ・プランナー

一般社団法人 全国警備業協会
〒163-0632 東京都新宿区西新宿1-25-1新宿センタービル32階

お問合せ
TEL 03-3342-5823
http://www.ajssa.or.jp/

＜資格認定登録証＞

＜資格者証＞

セキュリティ・プランナーの役割セキュリティ・プランナー資格とは

プランニングプロセスの例＜SPバッジ＞

一般社団法人全国警備業協会認定資格

一般社団法人全国警備業協会とは
警備業は、防犯・防災の観点から社会に安全・安心を提供する

生活安全産業としての地位を確立するに至っています。
一般社団法人全国警備業協会は、設立以来、警備業務の適正な運営を確保して、

警備業の健全な発展を図り、もって、社会公共の安全に寄与することを目的として活動しており、
現在、約 6,800の警備業者が加盟している全国規模の業界団体です。

ステップ1 公開情報、ヒアリング、提供して頂いた資料等から
ニーズを把握します。

問題の本質を理解するため
お客様との打ち合わせを行います。

実地調査を行い、現状を更に深く把握し、
真の問題点を突き止めます。

幅広くアイデアを洗い出し、
最も効果的なものを選択します。

全体ストーリーを構築し、
訴求力のある提案書を作成します。

プレゼンテーション及び
フォローを行います。

テーマ策定

ステップ2 準備

ステップ3 現状把握

ステップ4 プラン立案

ステップ5 企画・提案書作成

ステップ6 プレゼンテーション

安全を守ることは、未来をつくること
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